ザ ー メン」 といった 方が 試験の 感情 当 価 はよ ほどよく 

表現され ている。 「わが 祖国」 というより は 「マ イン- 

ファ ー タ ー ランド」 といった 方が 遥に 荘重に 響く。 

第三の 反対 理由 は 言語の 世界に も 適者生存の 自然 

と-つた 

淘汰が 行われて いる、 人為的な 強制な どで は、 言語の 

改廃 は 困難で あると いうので ある。 ガラス だの ベル だ 

の コ ップ だの は 生活 上の 必要から 言 馴れても うす つ か 

り 落つ いてし まった ではない か。 ジュ バン (襦祥 ) な 

どになる と 完全に 時効に かかって しまって 外来 臭 を 脱 

している。 もとは ポルトガル語 だとい い 聞かされて 初 

めて そうかと 知る くらいの ものである。 便利が 中心で 



我々 はしか し 文部省 あ たりの 調査 や 審議 に 任せて 安心 

している わけに は ゆかない。 外来語の 整理、 統制の 問 

題 はかくべ つ 調査 や 審議 を 要する 問題で はない。 要は 

ただ 実行に ある。 社会 民衆の 恣意に 任せて 安堵して い 

るの も 間違って いる。 民衆 は 賢明な ところ も あるが 

愚昧な ところ も ある。 用 もない のにむ やみに 外来語 を 

わずか 

使いたがる 稚気と、 僅ば かりの 外国語の 知識 を やた 

らに ふりまわしたがる 銜気 とが 民衆 にないと は 決して 

ヽ -f-J -fit- ヽ 
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映画 ァ ー ベ ント などと いう 広告 をよ く 新聞に 見る。 

ァ ー ベ ント という 言葉 を 用いた の は 明治の 終り か 大正 



の 初め ころ、 帝大の 山上 御殿で はじめて 開かれた 哲学 

会の カント • ァ ー ベント あたりが 最初であった ろうと 

思う。 カント • ァ ー ベ ントに は 相当に 意味が あるが、 

映画 ァ ー ベントに 至って は 笑止の 極みで ある。 そのう 

ちに 映画の ソァ レエな どと いい 出して フランス 風 を 吹 

かせる ようになる かもしれ ない。 「喫茶店」 が 「サロ 

ン. ド. テ ー」 になり かけて いるけ はい もみえ る。 花 

道へ 現れた 紙屋 治 兵衛に 「モダン ボ ー ィ」 と 呼びかけ 

る 弥次馬の 声な どもた だ 笑って 聞いて ばかり も いられ 

ないような 気がする。 「なが子」 が 「ロング」、 「おもん」 

が 「ゲ ー ト」、 「小栄 竜」 が 「スモ —ル • プロス ペラス- 



ドラゴン」 などと 名乗って 嬉しそうに している の は 罪 

がなくて いいが、 新聞に 堂々 と 「サ タデ— サ ー ヴ イス」 

ひな 

「雛人形 セット」 「吳服 ソル ド巿」 「今シ ー ズン 第一 の 名 

画」 「愛と ュ ー モアの 明るい 避暑地」 「この チャンス を 

逃さず 本日 只今 申込 まれよ」 などと 広告が 出て いるの 

を 見る と 何だか 人 を 馬鹿にして いるよう な 気がして 私 

は 腹立たしい ほど 嫌悪 を 感じる。 いったい 誰れ に 向つ 

て 広告 をして いるの だ。 お 互に 日本人で はない かとい 

いたくなる。 いわん や 新聞に 「ブック • レヴュ ー」 と 

か 「ホ ー ム. セクション」 とかいう 欄が 設けられ てい 

るの は 私に は 全く 不可解で ある。 



妣 何に 外来語が 好んで 用いられ るか は、 最近の 新聞 

記事に 「ス ラムの ブル ジョ ァ、 ルンペン 群 中の クイ ー 

ン」 と 書いて あった 一例に よって だけで も わかる。 ま 

た 仮り に 『文藝春秋』 五月 号 を 開いて みても 大臣 また 

は 大臣 級の 人た ちが 「労働者 はない、 しかるに メンタ 

ルの 働き手と いう もの は 余って いると いう 訳 だな。 そ 

れで 高等教育と 国の 事情と が マッチし ないです な」 と 

か 「高 橋さん の 性格の 長所たり し 恬淡が スプ— ルロ— 

ス- フェル 口 ー レン！ 〔あとかたもなく 消えて しまつ 

た〕 実に 意外の 感 があった」 などと いっている。 こ 

れらは 何の 必要が あって 外国語 を 用いる のか 私 は 了解 



底本： 「九 鬼 周 造 随筆集」 菅野昭 正編、 岩波 文庫、 岩波 

書店 

1991 (平成 3) 年 9 月 n 日 第 ー 刷 発行 

1992 (平成 4) 年 9 月^日 第 3 刷 発行 

底本の 親 本 ： 「九 鬼 周 造 全集 第五 巻」 岩波 書店 

1991 (平成 3) 年 2 月 第 2 刷 

入力 ： 鈴 木 厚司 

校正 ： 松 永正敏 

2 3 年 8 月^日 作成 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ— ネットの 図書館、 青空 文庫 



(http://www.aozora.gr.jp/) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 

す。 



